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素の混在）、(6)維持（変化なし）の 6 パターンに分

類した。 
4.1 非 DID 化地区の建物分布変化 
今回、北九州市全域で 77 ヶ所の調査区において

非 DID 化が確認され、その多くが DID と非 DID
の境界で確認された。パターン別に見ると(1)13、
(2)8、(3)2、(4)10、(5)11、(6)33 ヶ所の調査区でそ

れぞれの変化が起こっていた。このうち、半数に

近い 33 ヶ所が(6)の維持であったが、これは北九

州市が 100 万人に近い人口を有する大都市であり、

経済活動が盛んで、人の移動が盛んであるため、

(6)の調査区に隣接しているそれぞれの調査区の人

口流出により、DID の条件からはずれた(6)のよう

な建物変化のない非DID化した調査区が多く現れ

たと考えられる。また、市街地縮退の要素のみで

構成されている(1)、(2)および(4)は合計 31 ヶ所で

あり、市街地拡大要素のみで構成されている(3)の
2 ヶ所を大幅に上回っている。この結果は、非 DID
化地区の市街地の縮退を示すものである。さらに、

市街地の縮退を(1)と(2)の 2 段階と見ると、(5)のよ

うに変化パターンが混在する地区が存在すること

から、市街地の縮退が、(1)から(2)へと段階を踏む

とは限らず、地区ごとに縮退する速さ、パターン

に相違があると言える。また、調査区のなかには、

多くの空き家化、建物の消滅が発生し、市街地が

縮退している調査区（図 3 など）がいくつかあり、

原因を調べなくてはならない。 
 
 
 
 
 
 
 

(a)平成 12 年         (b)平成 17 年 

図 3 多くの建物が消滅した地区の建物変化 

4.2 DID 化地区の建物分布変化 
 また、北九州市では平成 12 年から 17 年に DID
化した地区も多く、市街地の拡大についても実態

を明らかにしておく。そこで、DID 化した調査区

から無作為に選出した 18 ヶ所を対象に同じ調査

を行ったところ、(1)0、(2)1、(3)5、(4)0、(5)8、(6)4
ヶ所という結果になった。(5)変化パターンの混在

は、開発によるものが多くみられ、DID 化した地

区は積極的な土地区画整理、開発などの動きによ

り土地を有効活用した地区が多いことが分かった。

さらに、積極的な動きがあった地区は、DID の隙

間を埋めるように計画的に開発（図 4 空所補完型

DID 化）が行われており、無秩序な開発が行われ

ている地区はほとんど見られない。逆に、無秩序

な市街地の拡大に見える（図 5 突き出し型 DID 化）

のような地区は、(6)維持のものが多いことがわか

った。 
 
 
 
 
 
 

  
図 4 空所補完型 DID 化   図 5 突き出し型 DID 化 

５．

今回の研究で以下のことが分かった。 
まとめ 

１）非 DID 化地区において市街地の縮退は発生して 
 おり、地区により速さ、パターンに相違がある。 
２）それと同時に、DID 化地区において市街地の拡

大も発生しているが、計画的な土地区画整理、開

発によるものであり、効率的な市街地形成が行わ

れている。                                                                                                 
以上のことから、非 DID 化地区では市街地の縮退

が、DID 化地区では開発により、市街地の拡大が起

こっていることが明らかになった。 
６．

１）非 DID 化地区のうち人口減少により問題が発生 
今後の課題 

している地区を探しその問題及び問題発生原因

を調査する。 
２）この建物分布変化が北九州市という地域に合っ

たものなのか検証を行う。 

1) 社会資本整備審議会都市計画・歴史的風土分科会都市計

画部会都市交通・市街地整備小委員会 

補注 

「集約型都市構造の実現に向けて」資料 2006  
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